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二
〇
二
三
年
は
ト
ル
コ
共
和
国

建
国
一
〇
〇
周
年

　

ト
ル
コ
に
お
い
て
公
正
発
展
党
が
単

独
与
党
と
な
っ
て
早
く
も
一
四
年
の
歳

月
が
経
過
し
た
。
現
在
、
公
正
発
展
党
、

そ
し
て
公
正
発
展
党
出
身
の
レ
ジ
ェ
ッ

プ
・
タ
イ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
大
統

領
が
見
据
え
て
い
る
の
は
ト
ル
コ
共
和

国
建
国
一
〇
〇
周
年
に
当
た
る
二
〇
二

三
年
で
あ
る
。
公
正
発
展
党
の
政
策
決

定
者
た
ち
は
、
早
く
も
二
〇
一
二
年
九

月
三
〇
日
に
二
〇
二
三
年
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
政

治
、
社
会
、
国
際
関
係
に
分
類
し
て
言

及
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
公
正

発
展
党
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
二
〇
二

三
年
に
向
け
た
目
標
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
世
界

の
ト
ッ
プ
一
〇
に
入
る
、
二
基
の
原
子

力
発
電
所
を
稼
動
さ
せ
る
、
国
産
の
防

衛
産
業
に
よ
る
武
器
提
供
を
増
加
す
る

な
ど
の
目
標
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
た
と
え
ば
、
世
界
銀
行
の
調
べ
に

よ
る
と
現
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
世
界
第
一
八
番

目
の
ト
ル
コ
で
あ
る
が
、
世
界
ト
ッ
プ

一
〇
入
り
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
ト

ル
コ
の
上
に
い
る
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ

ン
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓

国
、
カ
ナ
ダ
と
い
っ
た
資
源
大
国
も
し

く
は
世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
を
所
有
す
る

国
々
で
あ
る
。
資
源
大
国
で
は
な
く
、

世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
を
持
た
な
い
ト
ル

コ
が
こ
う
し
た
国
々
に
対
抗
す
る
た
め

に
は
、
少
な
く
と
も
安
定
し
た
経
済
成

長
は
欠
か
せ
な
い
。
内
政
で
は
公
正
発

展
党
が
単
独
与
党
で
あ
り
、
対
抗
と
な

る
政
党
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
ト

ル
コ
の
経
済
に
は
不
透
明
感
が
存
在
す

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も

の
は
テ
ロ
の
増
加
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

国
内
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
し
つ
つ

あ
る
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
公
正
発
展

党
が
目
指
す
大
統
領
制
、
直
近
の
課
題

で
あ
る
テ
ロ
対
策
と
難
民
対
策
に
つ
い

て
論
じ
て
い
き
た
い
。

●�

大
統
領
制
を
目
指
す
エ
ル
ド
ア

ン
と
公
正
発
展
党

　

二
〇
一
四
年
八
月
に
初
の
国
民
に
よ

る
直
接
選
挙
で
大
統
領
に
就
任
し
た
エ

ル
ド
ア
ン
の
大
統
領
の
任
期
は
五
年
で
、

一
度
の
再
選
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
理
論
上
、
最
長
で
二
〇
二

四
年
ま
で
大
統
領
職
を
務
め
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
一
方
、
二
〇
一
五
年
一

一
月
一
日
の
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
公
正

発
展
党
も
二
〇
一
九
年
ま
で
単
独
与
党

の
座
が
確
約
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六

年
七
月
一
五
日
の
ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件

も
乗
り
切
り
、
安
定
し
た
基
盤
を
築
く

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
公
正
発
展
党
が

次
に
目
指
し
て
い
る
の
は
、
大
統
領
制

今
井 

宏
平

ト
ル
コ

―
二
〇
二
三
年
に
向
け
て
の
歩
み
―

へ
の
移
行
で
あ
る
。
大
統
領
制
へ
の
移

行
に
よ
っ
て
、
大
統
領
が
国
家
元
首
の

役
割
に
加
え
て
行
政
府
の
長
と
し
て
も

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
エ
ル

ド
ア
ン
は
望
ん
で
い
る
。
二
〇
一
六
年

五
月
に
大
統
領
制
に
乗
り
気
で
な
か
っ

た
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ダ
ー
ヴ
ト
オ
ー
ル
首

相
が
辞
任
し
、
後
任
に
エ
ル
ド
ア
ン
の

右
腕
と
い
わ
れ
る
ビ
ナ
リ
・
ユ
ル
ド
ゥ

ル
ム
が
首
相
に
就
任
し
、
大
統
領
制
に

向
け
た
準
備
は
整
っ
た
。

　

大
統
領
制
の
実
現
に
は
、
憲
法
を
改

正
す
る
必
要
が
あ
る
。
ト
ル
コ
で
は
、

全
五
五
〇
議
席
の
大
国
民
議
会
で
三
六

七
議
席
以
上
を
確
保
す
れ
ば
無
条
件
で

憲
法
改
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
三
三

〇
議
席
以
上
で
あ
っ
て
も
憲
法
改
正
を

国
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
三
一
六
議
席
を
保
持
す
る
公
正
発

展
党
は
、
あ
と
一
三
議
席
積
み
上
げ
れ

ば
国
民
投
票
が
可
能
と
な
り
、
議
会
の

み
で
の
憲
法
改
正
に
は
五
〇
議
席
が
必

要
と
な
る
。
次
回
の
総
選
挙
は
二
〇
一

九
年
な
の
で
、
公
正
発
展
党
が
さ
ら
な

る
議
席
獲
得
を
目
指
し
て
早
期
選
挙
に

打
っ
て
出
る
可
能
性
も
取
り
ざ
た
さ
れ

た
が
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
中
旬
に
、

第
三
政
党
で
、
四
〇
議
席
を
持
つ
民
族

主
義
者
行
動
党
が
大
統
領
制
を
支
持
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
た
め
、
早
期
選
挙

は
実
施
し
な
い
見
込
み
と
な
っ
た
。
民
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族
主
義
者
行
動
党
が
大
統
領
制
を
支
持

し
た
背
景
に
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
一

五
日
の
ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
以
降
、
国

内
の
一
部
の
有
権
者
の
間
で
エ
ル
ド
ア

ン
大
統
領
へ
の
支
持
が
高
ま
っ
て
い
る

事
実
が
あ
っ
た
。
特
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
政
党
で
あ
る
民
族
主
義
者
行
動
党
の

支
持
者
に
は
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。

一
方
で
第
二
政
党
の
共
和
人
民
党
も
公

正
発
展
党
か
ら
大
統
領
制
へ
の
支
持
を

要
請
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
反
対
の
立

場
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
合
法
武

装
組
織
で
あ
る
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労
働

者
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
と
の
関
係
が
疑
わ
れ
、

共
同
党
首
で
あ
る
セ
ラ
ハ
ッ
テ
ィ
ン
・

デ
ミ
ル
タ
シ
ュ
と
フ
ィ
ゲ
ン
・
ユ
ク
セ

ク
ダ
ー
を
含
む
八
名
の
議
員
が
逮
捕
さ

れ
た
こ
と
で
党
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
第
四
政
党
の
人
民
民
主
主
義
党
に

対
し
て
は
、
公
正
発
展
党
か
ら
の
協
力

の
要
請
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
現
状

で
は
憲
法
改
正
は
国
民
投
票
に
か
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

●�

直
近
の
課
題
と
し
て
の
テ
ロ
対

策
と
難
民
対
策

　

ト
ル
コ
で
は
二
〇
一
五
年
の
六
月
以

降
、
ト
ル
コ
・
Ｉ
Ｓ
と
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
る
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

自
由
の
鷹
（
Ｔ
Ａ
Ｋ
）
に
よ
る
テ
ロ
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
二
〇
一
五

年
一
〇
月
一
〇
日
に
は
ア
ン
カ
ラ
で
一

〇
三
名
が
死
亡
す
る
、
ト
ル
コ
共
和
国

史
上
最
悪
の
テ
ロ
事
件
が
起
き
た
。
ま

た
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
八
日
に
は
、

ト
ル
コ
の
玄
関
口
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
第
三
の
利
用
客
数
を
誇
る
ア
タ
テ
ュ

ル
ク
国
際
空
港
で
旧
ソ
連
系
の
実
行
犯

に
よ
る
テ
ロ
事
件
が
起
こ
り
、
四
七
名

が
死
亡
し
、
空
港
は
一
時
閉
鎖
と
な
っ

た
。
テ
ロ
へ
の
警
戒
を
強
め
る
な
か
で

発
生
し
た
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
国
際
空
港
で

の
テ
ロ
は
、
ト
ル
コ
政
府
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
国
際
空

港
の
テ
ロ
の
後
、
同
年
八
月
に
も
シ
リ

ア
国
境
沿
い
の
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
県
で

結
婚
式
の
前
夜
祭
を
狙
っ
た
Ｉ
Ｓ
に
よ

る
テ
ロ
が
発
生
し
、
女
性
と
子
ど
も
を

中
心
に
五
四
名
が
死
亡
し
た
。
一
二
月

一
〇
日
に
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
四
六
名

が
死
亡
す
る
テ
ロ
が
起
き
た
。
ト
ル
コ

が
他
国
の
企
業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る

た
め
、
そ
し
て
世
界
有
数
の
観
光
大
国

の
地
位
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

以
上
の
テ
ロ
の
勃
発
を
防
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
共
に
ト
ル
コ

政
府
が
早
急
に
解
決
に
乗
り
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
問
題
が
、
流
入
の
一
途

を
辿
る
シ
リ
ア
難
民
の
処
遇
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
一
一
月
現
在
、
ト
ル
コ
に

流
入
し
た
シ
リ
ア
難
民
は
二
七
〇
万
人

を
越
え
て
お
り
、
三
〇
〇
万
人
に
達
し

た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ア
難
民

は
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ
ラ
ク
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
に
も
流
入
し
て
い
る
が
、
ト

ル
コ
へ
の
難
民
が
最
も
多
い
。
ト
ル
コ

へ
の
難
民
の
流
入
は
、
シ
リ
ア
内
戦
勃

発
か
ら
一
ヵ
月
後
の
二
〇
一
一
年
四
月

か
ら
始
ま
っ
た
。
ト
ル
コ
は
当
初
、
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
設
立
し
、
一
時
的
な
客

人
と
し
て
シ
リ
ア
人
を
受
入
れ
た
。
し

か
し
、
難
民
の
九
〇
％
以
上
が
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
は
な
く
都
市
部
に
住
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
ト
ル
コ
政
府
は

次
第
に
都
市
部
の
難
民
対
策
に
移
行
す

る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
一
四
年
に
内
務

省
傘
下
に
移
民
管
理
総
局
が
設
置
さ
れ
、

二
〇
一
六
年
一
月
に
は
限
定
的
だ
が
一

部
の
難
民
に
労
働
許
可
が
お
り
た
。
と

は
い
え
、
長
期
的
に
難
民
を
ど
の
よ
う

に
扱
う
の
か
に
関
す
る
プ
ラ
ン
は
い
ま

だ
に
不
透
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
シ
リ
ア

内
戦
が
長
期
化
し
、
た
と
え
Ｉ
Ｓ
が
壊

滅
し
て
も
シ
リ
ア
が
主
権
国
家
と
し
て

元
の
形
に
戻
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
シ
リ
ア
難
民
が
シ
リ
ア
に

帰
還
す
る
可
能
性
は
少
な
い
。
ト
ル
コ

は
シ
リ
ア
に
、
そ
し
て
最
近
で
は
イ
ラ

ク
に
飛
行
禁
止
区
域
を
設
け
る
案
を
提

示
し
て
い
る
。
飛
行
禁
止
区
域
が
で
き

れ
ば
、
難
民
を
そ
こ
に
移
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
が
ト
ル
コ
の
思
惑

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
各
国
の

足
並
み
が
乱
れ
、
飛
行
禁
止
区
域
は
い

ま
だ
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
な

る
と
、
難
民
を
ト
ル
コ
に
統
合
さ
せ
る
、

つ
ま
り
、
シ
リ
ア
難
民
に
ト
ル
コ
の
市

民
権
を
与
え
る
と
い
う
の
が
最
も
現
実

的
な
選
択
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
二

〇
一
六
年
七
月
初
頭
、
エ
ル
ド
ア
ン
大

統
領
は
シ
リ
ア
難
民
へ
の
市
民
権
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
し
か
し
、
エ
ル
ド
ア

ン
の
発
言
は
国
内
で
猛
反
発
を
受
け
、

各
地
で
難
民
へ
の
市
民
権
付
与
反
対
の

デ
モ
が
起
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
三
〇

〇
万
人
近
い
難
民
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
か
の
長
期
的
プ
ラ
ン
は
ま
だ

具
体
化
し
て
い
な
い
。

　

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
公
正
発
展
党

は
国
内
基
盤
を
順
調
に
固
め
つ
つ
あ
り
、

国
民
投
票
に
よ
る
大
統
領
制
へ
の
移
行

も
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
テ
ロ
対
策
と
難
民
対
策
に
は
ま

だ
ま
だ
課
題
が
多
い
。
二
〇
二
三
年
を

見
据
え
て
、
ま
ず
は
直
近
の
課
題
で
あ

る
テ
ロ
対
策
と
難
民
対
策
を
徹
底
し
て

い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
こ
れ
が
長

期
で
安
定
し
た
政
権
運
営
を
可
能
に
す

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
五
日
脱
稿
）

（
い
ま
い　

こ
う
へ
い
／
ア
ジ
ア
経
済

研
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中
東
研
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グ
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ー
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）
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